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■ 議会報告会・市民との意見交換会 レジュメ ■ 

 

 

時間割など 

１１月１１日（土） 午後２時から 

市立コミュニティセンター 

大会議室 

▽ 開会のあいさつ 午後２時００分 

▽ 出席議員の紹介  

▼ 第１部 議会の報告 午後２時０５分頃 

○ 報告 

（主に一般会計について） 

 

（休憩） 午後２時２０分頃 

▼ 第２部 意見交換会 

 ○テーマ 

 『世代をつなぐ まちづくり 

～「共に生きる」、今私にできること～』 

午後２時２５分頃 

 

 

▽ 閉会のあいさつ 

▽ 閉会 

午後３時５５分頃 

午後４時００分頃 

 

■  目     次  ■ 

 

【第１部 議会の報告】  １ 

 

○９月定例月議会に提出された議案の概要及び議決結果  ２ 

○    〃      議案の議決結果に係る賛否の状況  ９ 

○令和４年度（２０２２年度）歳入歳出決算 １１ 

〇令和４年度（２０２２年度）主要事業 １２ 

 

 

【第２部 市民との意見交換会】 １６ 

○テーマ『世代をつなぐ まちづくり 

～「共に生きる」今、私にできること～』 

  



 

 お 願 い  

 

●本日の議会報告会及び意見交換会における概要につきましては、結果報告書

として取りまとめたうえで公開いたします。なお、結果報告書を作成するた

め、写真撮影、録音を行い、一部報告書に活用させていただく場合がありま

すので、ご了承ください。 

 

●意見交換会は、市民の皆さまからの意見を聴くことに重きをおくため、出席

議員からは簡潔な回答や意見にとどめます。また、その回答などは議会とし

て統一されたものばかりでなく、一部個々の議員の主観が入ることもご理解

ください。 

 

●市民の皆さまからいただいた意見や提言について、本日、この場で解決でき

るとは限りません。 

 

●意見交換会でいただいた意見等については、可能な限り回答に努めます。な

お、適切な回答ができない場合については、議会全体で共有するために意見

を持ち帰ったうえで、議論し、対応を検討します。また、行政等にも必要に応

じて伝えます。 

 

●議会で検討・回答できない意見や要望については、行政等へ伝えます。 

 

●市民の皆さまからいただいた意見や要望への対応結果は、議会ホームページ

等で報告します。時間を要する場合もありますので、あらかじめご了承くだ

さい。 
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■ ９月定例月議会に提出された議案の概要及び議決結果 

 

議員提出議案 

第３号 

大阪狭山市議会議員の議員報酬の額の特例に関する条例の一部を

改正する条例について 

現在５％を削減している市議会議員の議員報酬の額について、令和５

年１０月１日から令和９年４月３０日までの間、１０％削減するよう

所要の改正を行うもの。 

否 決 

（多数） 

 

議案第７０号 教育委員会の委員の任命について 

教育委員会の委員 山田 順久（やまだのぶひさ）氏の任期が令和５年

９月３０日をもって満了することに伴い、改めて同氏を教育委員会の

委員に任命するため、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４

条第２項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの。 

同 意 

（全員） 

 

議案第７１号 固定資産評価審査委員会の委員の選任について 

固定資産評価審査委員会の委員 上田 利一（うえだとしかず）氏の任

期が令和５年９月２６日をもって満了することに伴い、新たに中村 

雄太（なかむらゆうた）氏を委員に選任するため、地方税法第４２３

条第３項の規定により議会の同意を求めるもの 

同 意 

（全員） 

 

議案第７２号 池尻財産区管理会の財産区管理委員の選任について 

本年９月３０日をもって辞任する委員１名について、大阪狭山市財産

区管理会の設置等に関する条例第３条第１項の規定に基づき、当該財

産区の区域内の住民自治組織等から推薦があった、金正 憲治（きんし

ょうけんじ）氏の選任について議会の同意を求めるもの 

同 意 

（全員） 

 

議案第７３号から

議案第７９号まで 
東野財産区管理会の財産区管理委員の選任について 

大阪狭山市財産区管理会の設置等に関する条例第３条第１項の規定

に基づき、東野財産区管理会の財産区管理委員７名について、当該財

産区の区域内の住民自治組織等から推薦があった、山本 正雄（やまも

とまさお）氏、山本 耕平（やまもとこうへい）氏、林部 髙明（はや

しべたかあき）氏、山本 恒弘（やまもとつねひろ）氏、森 昭弘（も

りあきひろ）氏、上田 武弘（うえだたけひろ）氏、上田 和伸（うえ

だかずのぶ）氏の選任について議会の同意を求めるもの 

同 意 

（全員） 
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議案第８０号から

議案第８６号まで 
岩室財産区管理会の財産区管理委員の選任について 

大阪狭山市財産区管理会の設置等に関する条例第３条第１項の規定

に基づき、岩室財産区管理会の財産区管理委員７名について、当該財

産区の区域内の住民自治組織等から推薦があった、北井 誠（きたいま

こと）氏、髙林 正啓（たかばやしまさひろ）氏、越智 正己（おちま

さみ）氏、木林 洋（きばやしひろし）氏、谷 富二男（たにふじお）

氏、川﨑 豊信（かわさきとよのぶ）氏、北野 養守（きたのやすもり）

氏の選任について議会の同意を求めるもの 

同 意 

（全員） 

 

 

議案第８７号から議案第９７号までは、令和４年度（２０２２年度）の各会計の  

決算を議会の認定に付すもの 

議案第８７号 大阪狭山市一般会計歳入歳出決算認定 
認 定 

（多数） 

議案第８８号 
大阪狭山市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入

歳出決算認定 

認 定 

（多数） 

議案第８９号 
大阪狭山市介護保険特別会計（事業勘定）歳入歳出

決算認定 

認 定 

（多数） 

議案第９０号 
大阪狭山市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定 

認 定 

（多数） 

議案第９１号 大阪狭山市池尻財産区特別会計歳入歳出決算認定 
認 定 

（全員） 

議案第９２号 大阪狭山市半田財産区特別会計歳入歳出決算認定 
認 定 

（全員） 

議案第９３号 大阪狭山市東野財産区特別会計歳入歳出決算認定 
認 定 

（全員） 

議案第９４号 大阪狭山市今熊財産区特別会計歳入歳出決算認定 
認 定 

（全員） 

議案第９５号 大阪狭山市岩室財産区特別会計歳入歳出決算認定 
認 定 

（全員） 

議案第９６号 大阪狭山市茱 木財産区特別会計歳入歳出決算認定 
認 定 

（全員） 

議案第９７号 大阪狭山市下水道事業会計決算認定 
認 定 

（全員） 
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議案第９８号 大阪狭山市地域包括ケアシステム推進条例について 

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる地域社

会の実現に向け、地域包括ケアシステムの深化・推進に関する基本理

念及び基本事項を定め、市の責務並びに医療介護等関係者及び市民等

の役割を明らかにし、「介護が必要な状態や認知症になっても、高齢者

一人ひとりが社会を構成する一員として尊重され、いきいきと暮らせ

るやさしさのあるまち大阪狭山市」を実現するため、本条例を制定す

るもの 

可 決 

（全員） 

 

 

議案第９９号 
災害派遣手当等の支給に関する条例の一部を改正する条例につい

て 

新型インフルエンザ等対策特別措置法及び内閣法の一部を改正する

法律が公布され、令和５年９月１日から施行されることに伴い、新型

インフルエンザ等対策特別措置法の条文が削除及び追加されること

から、同法を引用する本条例について、所要の改正をするもの 

可 決 

（全員） 

 

 

議案第１００号 
大阪狭山市財産区管理会の設置等に関する条例の一部を改正する

条例について 

今熊財産区において、財産区財産の管理及び処分について財産区住民

の意思を反映させ、適正化を図ることを目的として管理会を置くた

め、所要の改正をするもの 

可 決 

（全員） 

 

 

議案第１０１号 大阪狭山市市税条例の一部を改正する条例について 

地方税法等の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、給与所得

者の扶養親族等申告書の記載事項を簡素化するとともに、森林環境税

の賦課徴収に当たり、各規定について整備を行うほか、長寿命化に資

する等の大規模な工事が行われたマンションに対して、固定資産税を

減額する措置を講じるなど、所要の改正をするもの 

可 決 

（全員） 
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議案第１０２号 
大阪狭山市障害者地域活動支援センターの設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例について 

障がい者に対する創作的活動又は生産活動の機会の提供その他社会

との交流の促進等のために設置する地域活動支援センターにおいて、

身体障がい者や知的障がい者のみならず、精神障がい者や難病患者等

についても受け入れられるよう、利用することができる者を見直すた

め、所要の改正をするもの 

可 決 

（全員） 

 

 

議案第１０３号 福祉的給付金支給条例の一部を改正する条例について 

福祉的給付金支給事業については、昭和４９年度から高齢者及びひと

り親家庭等に対し、福祉の増進等を図ることを目的として実施してい

たが、地域活性化につながる補助事業による新たな施策へ転換するこ

ととしたため、所要の改正をするもの 

可 決 

（全員） 

 

 

議案第１０５号 
令和５年度（２０２３年度）大阪狭山市一般会計補正予算（第５

号）について 

文化会館や放課後児童会施設の整備工事費や財政調整基金等への積

立金を計上するほか、学校給食調理等業務委託事業に係る所要の予算

措置を含め、歳入歳出それぞれ４億２，０１８万７千円の増額補正を

するもの 

可 決 

（全員） 

 

 

議案第１０６号 
令和５年度（２０２３年度）大阪狭山市国民健康保険特別会計（事

業勘定）補正予算（第１号）について 

情報集約システム連携端末の機器更新に係る経費１７０万７千円と、

財政調整基金積立金５千万円を補正計上し、その財源として一般会計

繰入金（事務費分）と前年度決算剰余金を補正計上するもので、歳入

歳出それぞれ５，１７０万７千円の増額補正をするもの 

可 決 

（全員） 
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議案第１０７号 
令和５年度（２０２３年度）大阪狭山市介護保険特別会計（事業

勘定）補正予算（第１号）について 

過年度分の介護給付費負担金や地域支援事業交付金等の精算に伴う

国・大阪府等への超過交付金返還金、介護給付費準備基金積立金及び

新型コロナウイルス感染症に係る要介護認定の臨時的な取扱いの終

了に対応するための介護認定審査に係る経費を補正計上し、財源とし

ては、決算剰余金等を計上するもので、歳入歳出それぞれ１億７，７

４３万円の増額補正をするもの 

可 決 

（全員） 

 

議案第１０８号 
令和５年度（２０２３年度）大阪狭山市池尻財産区特別会計補正

予算（第１号）について 

大阪狭山市財産区地域公共事業等交付金交付要綱に基づき、地域公共

事業を執行するため歳入歳出それぞれ５８万４千円の増額補正をす

るもの 

可 決 

（全員） 

 

議案第１０９号 大阪狭山市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築するための健康保険

法等の一部を改正する法律の施行に伴い、令和６年１月から出産する

予定の被保険者又は出産した被保険者に係る国民健康保険料につい

て、産前産後期間の所得割保険料及び均等割保険料の減額措置が講じ

られることを踏まえ、所要の改正を行うもの 

可 決 

（全員） 

 

議案第１１０号 
令和５年度（２０２３年度）大阪狭山市一般会計補正予算（第６

号）について 

産前産後期間の国民健康保険料の減額措置に伴う減収補填分として、

国民健康保険特別会計繰出金を計上するもので、歳入歳出それぞれ１

１３万３千円を増額補正するもの 

可 決 

（全員） 

 

議案第１１１号 
令和５年度（２０２３年度）大阪狭山市国民健康保険特別会計（事

業勘定）補正予算（第２号）について 

産前産後期間の国民健康保険料の減額措置に伴う保険料収入の減額

と一般会計繰入金の財源調整を講じるとともに、制度改正に係る国民

健康保険システム改修業務委託事業として、令和５年度から令和６年

度まで、限度額を８５９万１千円とする債務負担行為を定めるもの 

可 決 

（全員） 
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議案第１１２号から

議案第１１８号まで 
今熊財産区管理会の財産区管理委員の選任について 

大阪狭山市財産区管理会の設置等に関する条例第３条第１項の規定

に基づき、今熊財産区管理会の財産区管理委員７名について、当該財

産区の区域内の住民自治組織等から推薦があった、中野紀之（なかの

のりゆき）氏、山中雅典（やまなかまさのり）氏、中井義文（なかい

よしふみ）氏、中辻󠄀功（なかつじいさお）氏、尾﨑文昭（おざきふみ

あき）氏、奥野俊郎（おくのとしろう）氏、中山泰之（なかやまやす

ゆき）氏の選任について議会の同意を求めるもの 

同 意 

（全員） 

 

請願第２号 
２０２４年度からの大阪府統一国民健康保険料率等の中止を求

める請願 

高すぎる国民健康保険料の引き下げのため、所得のない子どもへの均

等割を廃止すること、及び、保険料率や減免制度を府内で統一する大

阪府統一国民健康保険料率等の中止について、大阪府へ意見書を提出

するよう求めるもの 

不採択 

（多数） 

 

陳情第３号 水道料金の福祉減免制度の継続を求める陳情 

水道料金の福祉減免制度の継続と、福祉減免制度が廃止する場合は、

経済的な配慮を必要とする世帯に市独自の恒久的な施策を実施するよ

う求めるもの 

不採択 

（多数） 

 

要望第４号 
加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求め

る要望 

高齢になっても、生活の質を落とさずに心身ともに健やかに過ごし、

認知症の予防や健康寿命の延伸、医療費の抑制につながるよう、加齢

性難聴者の補聴器購入に対する本市独自の公的補助制度を創設するこ

とを求めるもの 

採 択 

（全員） 

 

要望第５号 上下水道料金の福祉減免の継続を求める要望 

４０年以上継続して実施されてきた、本市にとって誇るべき施策のひ

とつである福祉減免制度を廃止することなく、今後も継続するよう求

めるもの 

不採択 

（多数） 
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意見書案第９号 
ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診

療上の評価等を求める意見書 

交通事故や落下事故、暴力など全身への外傷等を原因として発症する

脳脊髄液漏出症(減少症）の治療法であるブラッドパッチ療法（硬膜外

自家血注入療法）が保険適用となったが、適用要件に掲げられている

「起立性頭痛を有する患者に係る者」という条件を伴わない患者がい

ることから、医療の現場では混乱が生じている。脳脊髄液漏出症（減

少症）の患者への公平で安全なブラッドパッチ療法の適用に向け、適

切な措置を講ずるよう要望するもの 

可 決 

（全員） 
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令和５年（2023年）招集大阪狭山市議会定例会９月定例月議会 議決結果一覧 

 

         会 派 名  

         議 員 名  

 

 議 案 名 

ええ

まち

狭山 

大 阪 

維新の会 

共 創 

みらい 
公 明 党 

政風 

クラブ 

対決

より

解決 

日 本 

共産党 

議員団 
議

決

結

果 

小
芝
英
俊 

中
井
勝
也 

中
野 

学 

西
野
滋
胤 

鳥
山 

健 

花
田
全
史 

松
井
康
祐 

北 

好
雄 

久
山
佳
世
子 

山
本
あ
さ
み 

山
本
尚
生 

池
永
裕
樹 

北
村
栄
司 

深
江
容
子 

議
員 

提
出 

市議会議員の議員報酬の額の

特例に関する条例の一部改正 
× 〇 〇 〇 × × × 

★ 

× × × × × × 否 決 

人
事
案
件 

教育委員会の委員の任命／固

定資産評価審査委員会の委員

の選任／（池尻・東野・岩室・

今熊）財産区管理会の財産区管

理委員の選任 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同 意 

条 
 

例 

地域包括ケアシステム推進条

例／災害派遣手当等の支給に

関する条例の一部改正／財産

区管理会の設置等に関する条

例の一部改正／市税条例の一

部改正／障害者地域活動支援

センターの設置及び管理に関

する条例の一部改正／福祉的

給付金支給条例の一部改正／

国民健康保険条例の一部改正

（２件） 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決 

令
和
４
年
度 

決

算

認

定 

一般会計／国民健康保険特別

会計／介護保険特別会計／後

期高齢者医療特別会計 

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 認 定 

（池尻・半田・東野・今熊・岩

室・茱萸木）財産区特別会計／

下水道事業会計 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認 定 

令
和
５
年
度 

補

正

予

算 
一般会計（第５号・第６号）／

国民健康保険特別会計（第１

号・２号）／介護保険特別会計

（第１号）／池尻財産区特別会

計（第１号） 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決 

請 

願 

２０２４年度からの大阪府統

一国民健康保険料率等の中止

を求める請願 

〇 × × × × × × × × × × 〇 〇 不採択 

陳
情 

水道料金の福祉減免制度の継

続を求める陳情 
〇 × × × × × × × × × × × × 不採択 

要 

望 

加齢性難聴者の補聴器購入に

対する公的補助制度の創設を

求める要望 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採 択 

上下水道料金の福祉減免の継

続を求める要望 
〇 × × × × × × × × × × × × 不採択 
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         会 派 名  

         議 員 名  

 

 議 案 名 

ええ

まち

狭山 

大 阪 

維新の会 

共 創 

みらい 
公 明 党 

政風 

クラブ 

対決

より

解決 

日 本 

共産党 

議員団 
議

決

結

果 

小
芝
英
俊 

中
井
勝
也 

中
野 

学 

西
野
滋
胤 

鳥
山 

健 

花
田
全
史 

松
井
康
祐 

北 

好
雄 

久
山
佳
世
子 

山
本
あ
さ
み 

山
本
尚
生 

池
永
裕
樹 

北
村
栄
司 

深
江
容
子 

意
見
書 

ブラッドパッチ療法（硬膜外自

家血注入療法）に対する適正な

診療上の評価等を求める意見

書 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ★ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決 

■会派名及び議員名は５０音順。 

■表の見方 『○』は賛成又は採択、『×』は反対又は不採択、『★』は議長につき   

採決には参加していないことを示しています。 
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■令和４年度（２０２２年度）歳入歳出決算 

令和４年度（2022年度）会計別歳入歳出決算総括表        （単位：円） 

議案番号 会 計 名 歳 入 歳 出 差引額 
翌年度 

繰越財源 
実質収支額 

第８７号 一般会計 23,460,422,351 22,692,808,839 767,613,512 37,270,000 730,343,512 

第８８号 国民健康保険特別会計 6,541,200,407 6,384,424,163 156,776,244 0 156,776,244 

第８９号 介護保険特別会計 5,574,234,533 5,424,228,659 150,005,874 0 150,005,874 

第９０号 後期高齢者医療特別会計 1,165,443,031 1,118,404,665 47,038,366 0 47,038,366 

第９１号 池尻財産区特別会計 16,663,776 16,663,776 0 0 0 

第９２号 半田財産区特別会計 2,857,114 2,857,114 0 0 0 

第９３号 東野財産区特別会計 2,063,684 2,063,684 0 0 0 

第９４号 今熊財産区特別会計 67 67 0 0 0 

第９５号 岩室財産区特別会計 1,919,134 1,919,134 0 0 0 

第９６号 茱 木財産区特別会計 8,500 8,500 0 0 0 

  合  計 36,764,812,597 35,643,378,601 1,121,433,996 37,270,000 1,084,163,996 

議案番号 会 計 名 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出 当年度純利益 

第９７号 下水道事業会計 1,643,923,257 1,579,122,076 626,623,800 1,094,830,599 49,497,972 
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令和４年度主要事業  ※金額は決算額を記載 

 

○市循環バスルート変更事業    ２，３００万円 

市循環バスは、市内公共施設を中心に巡るバスとして運行してきましたが、市民ニーズや

アンケート調査結果などを踏まえ、より生活に密着した利便性の高い公共交通をめざし、  

令和５年２月から、市循環バスルートを一部変更するとともに、新たな制度などを導入しま

した。 

 

○地域ポイント発行事業    ３億１，９０１万円 

○地域ポイント促進事業      ８，３９７万円 

新型コロナウイルス感染症や物価高騰などの影響を踏まえ、市民生活や市内事業者への 

支援および地域経済の活性化を目的に、地域ポイント事業を実施しました。 

第１弾事業の「地域ポイント発行事業」では、市内加盟店で使用することができる    

５，０００円相当分のポイントを付与した「さやりんポイントカード」を配布しました。 

第２弾事業の「地域ポイント促進事業」では、スマートフォンアプリ「Ｃｈｉｉｃａ」に   

さやりんポイントをチャージした場合に、４０％分のさやりんポイントを追加で付与する 

プレミアムチャージキャンペーンを実施しました。 

 

○公共施設等総合管理計画推進事業    ７６１万円 

市では、様々な公共サービスを提供する場として、これまでに多くの公共施設を整備して

きましたが、その多くは老朽化により更新時期を迎える状況となっています。 

一方で、人口減少・少子高齢化といった人口構成の変化や公共施設に対する市民ニーズの

変化など公共施設を取り巻く状況も大きく変化していることから、今後の公共施設のあり方

について検討することが喫緊の課題となっています。 

このような課題に対応するため、本市では「大阪狭山市公共施設等総合管理計画」を策定

し、公共施設マネジメントの取り組みを進めているところです。また、同計画で掲げる公共

施設の総合的かつ計画的な管理に関する基本方針などを踏まえ、施設や機能（公共サービス）

の提供が持続可能となるよう、中長期的な視点から公共施設の再配置を推進するための基本

的な考え方を示すことを目的として「大阪狭山市公共施設再配置方針」を策定しました。 

 

 

  



13 

○総合体育館熱中症対策事業    ３，０８８万円 

利用者が安全で快適な環境のもとでスポーツに取り組めるよう、大型のスポット型空調機

をメインアリーナに６台、サブアリーナに３台、武道場に１台、合計１０台設置しました。 

  

〇小・中学校給食費無償化事業    １億１，１３５万円 

直面する物価高騰などに対する保護者への緊急支援として、令和４年９月から令和５年３

月までの７箇月間、学校給食費を無償化しました。 

 

〇伴走型相談支援事業    １７８万円 

妊娠届出時や妊娠８箇月ごろ、出産後に、出産・育児などの見通しを立てるための面談や、

継続的な情報発信などを行い、妊娠中から出産、子育てまで、身近で寄り添い、必要な支援に

つなぐ伴走型相談支援体制を構築しました。 

 

〇出産・子育て応援事業    ４，５５６万円 

核家族化や地域でのつながりの希薄化により、孤立感や不安を抱く妊婦、子育て家庭が増

えている中で、すべての妊婦や子育て家庭が安心して出産・子育てができる環境をめざし、

出産応援ギフト（妊婦１人５万円）、子育て応援ギフト（子ども１人５万円）を支給しました。 

 

〇特定健康診査受診勧奨事業    ３３１万円 

国民健康保険に加入する４０歳以上の特定健診受診者と、市が費用の一部を助成した人間

ドック受診者に対し、健康管理についての知識を深め、継続した受診の重要性を認識しても

らうため、過去３年間の健診結果に基づいたアドバイス冊子と、１，０００円分のＱＵＯ 

カードを進呈しました。 

 

〇新デザインマンホールふた製作事業    ７５万円 

市制施行３５周年を記念して募集したマンホールふたデザインの中から最優秀賞作品を 

決定し、大阪狭山市産業まつりの際に授賞式を行いました。また、最優秀賞作品は実物の  

カラーふたを製作し、市内３箇所に設置しました。 

 

  



14 

〇運転免許証自主返納支援事業    ５９万円 

高齢ドライバーによる事故を未然に防ぐため、運転免許証を自主返納した市内に住んでい

る７５歳以上のドライバーに対し、返納後の生活で公共交通機関を利用しやすいよう、交通

系ＩＣカードＩＣＯＣＡ５，０００円分を補助する制度を創設しました。 

 

〇保育所等整備事業    ２億１，５７１万円 

安全で快適な保育環境の確保と地域の保育・教育提供体制の充実を図るため、定員１００

人の保育所「夢の実保育園」の開園に向け、新たな施設整備の補助金を交付しました。 

 

〇市民に開かれた議会の推進事業    ３０万円 

市議会では、より一層開かれた議会の実現と議会への市民参加を促進するため、これまで

の録画映像配信に加え、インターネット（ＹｏｕＴｕｂｅ）を活用し、一般質問などの議会 

本会議の生中継を開始しました。ます。 

なお、生中継する会議は、本会議初日・一般質問（代表・個人）・本会議最終日です。 

〇住宅用再生可能エネルギー等設備導入費補助事業    ２９０万円 

地球温暖化対策における市民の積極的な取り組みを促進するため、家庭用燃料電池  

コージェネレーションシステムや家庭用リチウムイオン蓄電池システムを設置した市民に 

対し、その一部を補助しました。 

 

〇地方税共通納税システム対象税目拡大に対する事業    １，８４０万円 

納税者の利便性の向上を図るため、地方税共通納税システム対象税目拡大に対応する地方

税ポータルシステム（ｅＬＴＡＸ）を通じ、スマートフォンアプリ決済や、クレジットカード

などによる電子納付が可能となる二次元バーコードを納付書に付するためのシステム改修を

行いました。 

 

〇まちの活性化推進事業    ２，１９０万円 

近畿大学病院等の移転跡地と府営狭山住宅の集約建替事業に伴う活用地などが狭山ニュー

タウン地区の再生と市の発展に寄与する土地利用となるよう、今後の検討の際の基礎資料と

するため土地利用需要調査を実施しました。あわせて近畿大学病院等の移転跡地について、

近畿大学と連携して近畿大学病院等跡地活用官民連携方策検討調査を行い、３つの土地利用

ゾーニング案を取りまとめました。 
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〇避難所地震解錠ボックス設置事業    ２３０万円 

大規模災害などが発生した場合、市職員が避難所を開設するまでに一定の時間を要するこ

とから、避難所に地震解錠ボックスを設置し、その中に、避難所、防災倉庫の鍵を保管し、市

民が少しでも早く避難できる体制を構築しました。 

 

〇農業用施設整備事業    ２，９４２万円 

池尻北一丁目地内において、老朽化により水路壁の傾きなどが生じ、流下機能が著しく低

下している農業用用排水施設の機能の回復と、水路壁倒壊による災害の未然防止、また、水

路上部の歩行空間を目的とした測量設計業務および整備工事を行いました。 

 

〇文化会館施設長寿命化事業    ３，４４４万円 

施設内の衛生環境の改善を図るため、既存の和式便器を温水洗浄機能と温便座付きの洋式

便器に、障がい者用トイレをオストメイト対応の多機能トイレに改修しました。 

 

〇街頭防犯カメラ設置事業    ３７５万円 

防犯環境の充実を図り、犯罪がなく、安全で安心して暮らせるまちづくりを推進するため、

市内主要駅などの不特定かつ多数の人が利用する公共的な場所に街頭防犯カメラを設置しま

した。 

 

〇成年後見制度利用推進促進事業    ４１８万円 

成年後見制度の理念に沿った利用促進を図るため、制度の周知や申し立ての支援を行う 

窓口を新しく開設しました。 

 

〇ＡＩ議事録作成支援システム導入事業    ５３９万円 

市の各種会議の議事録作成を効率化する多ため、ＡＩ議事録作成支援システムを導入しま

した。 

 

〇生涯学習推進事業    ３９万円 

「大阪狭山市生涯学習推進計画」の策定を機に、これから１０年先に向けて。市民が「生涯

学習とは何か」、「なぜ学びが必要なのか」を知る機会とし、学びを通したネットワークを  

つくるため、生涯学習フォーラム「まちごとラボ」を開催しました。  



16 

 

 

 

 

 

 

 

第 ２ 部 

 

意 見 交 換 会 
 

 

 

 

 

  



17 

市民との意見交換会  テーマ：『世代をつなぐ まちづくり 

～「共に生きる」今、私にできること～』 
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